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平成２０年度　学校評価（教職員による中間評価）について

総 合

学習指導

工業教育

　本校の教育実践について、評価項目ごとに次の４段階で中間評価してください。

評価項目

Ａ－
（３．４０）

生徒指導

進路指導

◆　教職員への中間評価設問

琴線に触れる指導をとおして、生徒の規範意識を育てている。

工業科と数学・理科の授業が関連づけられ、授業が実践されている。

社会的に有用性が認められている資格取得に生徒がチャレンジしている。

教育連携先の大学や産技短の講座など、学校外の学習機会を設定している。

生徒は充実した学校生活を過ごしている。

ＰＴＡ関連の行事が充実している。

教職員は来客者や保護者に対して、ていねいな応対をしている。

「山工新構想」の実践を核にして、学校が活性化している。

ゴミの分別回収や、ものを大切にする環境意識を醸成している。

社会参加活動や地域貢献活動を推進し、社会性を育てている。

生徒の自分さがしを支援している。

希望する進路へのチャレンジ精神を育てている。

希望する進路別の学力向上策がとられている。

　※　本調査結果は、平成２０年度 学校評価実施要項 に定められた中間評価としてホー
　　ムページに公開します。

　　Ａ：ほぼ当てはまる
　　Ｂ：やや当てはまる
　　Ｃ：どちらかというと当てはまらない
　　Ｄ：ほとんど当てはまらない

交通安全、特に自転車通学のマナーアップが図られている。

生徒は安全・安心な学校生活を送っている。

集団生活をとおして、個性を認め協調しあう心を育てている。

学校の情報発信に努め、教育内容を保護者と共有している。

部活動と学業の両立をめざした指導を行っている。

生徒が主役の生徒会行事として、企画・運営されている。

授業時間の順守・確保など、生徒の学ぶ環境づくりを進めている。

生徒の学ぶ目標の明確化や、わかる授業を実践している。

Ａー
（３．４４）

Ｂ＋
（３．２５）

Ｂ＋
（３．０４）

生 徒 会
活 動

健 康
と

安 全
学校生活に関する相談がしやすい環境づくりに努めている。
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　ただし、一人が評価項目の１項目に無回答。

Ｂ＋
（３．１７）

Ｂ＋
（３．２３）

Ａ－
（３．２８）

　本校の常勤教職員７５人が対象で全員が回答。

◆　中間評価結果

　評価Ａ＝４、Ｂ＝３、Ｃ＝２、Ｄ＝１として、その平均値を次のランクで表しています。

Ａ＋　４．００～３．７６　　　　　Ｃ＋　２．５０～２．２６
Ａ　　 ３．７５～３．５１ 　　　　 Ｃ 　　２．２５～２．０１
Ａ－　３．５０～３．２６　　　　　Ｃ－　２．００～１．７６
Ｂ＋　３．２５～３．０１　　　　　Ｄ＋　１．７５～１．５１
Ｂ　　 ３．００～２．７６　　　　　Ｄ 　　１．５０～１．２６
Ｂー　２．７５～２．５１　　　　　Ｄ－　１．２５～１．００
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